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の題 I~ を見ると，巻 1 ・ 2 が「異j と 巻3・4が f頭J










































う。そして巻 3 ですでにこの場面を使ってしまったので，巻~4 では使えずに部
[ 28 J 
除する。だがtlj助の要素を落とせば同巻の対偶関係が崩れてしまう。そこで，
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折「激試jにもみられる O 冒頭，丑(鶴見〉の口上で始まり， r我主人無苦不
安，前段也球投鋒入了我{門的移，這都是上官老爺之計。Jとからくりを明かしs



















































































































以上のことを踏まえて， ~蘇門i指HJ からみた『拍案驚奇J の姿をまとめると，





















( 35 J 
法
(1) 崇禎戊辰元年 (1628年〉に百創刊の尚友堂より『拍案鷲奇Jがj土¥)医される。その 5年後





































[ 36 J 
とするc ニ刻巻11の題 j~ との平行関係を考えれば，前者のほうが適当だが，ここでは践
文越の後者をとる。
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